
  

 

  
 

 

 
 

徳島病院存続「広がる地方議会意見書」 
「守ろう！命と暮らし」国立徳島病院の存続を 

 徳島病院の立地自治体（吉野川市）の周辺からも移転計画を見直し「病院存続」を求める明確

な態度表明が広がっています。  

２０１８年１２月議会で「国立

徳島病院の存続を求める意見書」

を可決した地方議会が４市３町

（12/19時点）へと増えました。

１２月議会で意見書を可決した

地方議会は、阿波市・美馬市・

三好市・石井町・神山町・東み

よし町。つるぎ町では、議員が

改選したばかりのため３月議会

で審議されます。国立病院機構

が強引にすすめる徳島病院移転

計画（事実上の閉鎖）は、地元

の吉野川市だけでなく、県民全

体の命と暮らしに関わる重大な

問題であることが認識され、徳

島県西部の自治体は強い危機感

を持って注目しています。 

 

徳島病院存続「吉野川市人口４１，５００人を上回る署名

の勢い「地域の世論」が、県知事と地元県議を動かす！ 
 

徳島病院を守る会は、12 月 20 日に、徳島県庁と県議会を訪問し、徳島県知事要請と徳島県議会請願を行いました。

県議会請願は、吉野川市選出の樫本孝県議（自民県連幹事長）と原井敬県議（自民）が紹介議員を快諾しました。 

 

【１２月２０日の徳島県知事要請報告】 
飯泉県知事への要請は、まず、樫本県議が

徳島病院存続の重要性を説明しました。樫本

県議は説明の中で 12月 25日に知事自らが

厚生労働省へ出向き、徳島病院移転問題を取

り上げることに触れ「年末の忙しい中、早速、

厚労省へ行かれるということで住民は大変

喜んでいます。」「徳島病院は立地が非常に

良い。地盤も良い。災害からは最も安全な場

所なので残していただきたい。」と強調しま

した。続いて、岡田晋世話人から丁寧に趣旨

説明を行いました。 
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12/20 知事室で徳島病院存続要望書を提出。左から、原井県議・樫

本県議・飯泉知事、阿部世話人・岡田世話人（徳島病院を守る会） 



【徳島病院存続の要望説明に対する飯泉県知事コメントのポイントは３つ】 
１．知事は、かつての健康保険鳴門病院の民営化問題に関わり、政策医療を県が担う必要性に言

及しました。その趣旨は「社会保険病院を民間へ売却した地域では政策医療ができなくなって

いる。なぜか？ 民間は儲かる医療しかしない。」と指摘し、鳴門病院の民営化を防ぎ、地方独

立行政法人徳島県鳴門病院として、県が政策医療を担う必要性を強調しました。 
 

２．「徳島病院を守る会」など、現実にある

住民の声を厚生労働省へ届けることを約

束しました。 

 

３．次に、知事は、徳島県内での徳島病院の

医療機能の位置づけに言及しつつ、「地元

の理解を得られず」現在の病院存続運動を

招いた国立病院機構の対応に疑問を呈し

ながら、徳島県としては、新たな局面とし

て「難病医療」と「災害医療」を重要な政

策医療と位置付けて、12月 25日に国立

病院機構を管轄する厚労省の考え方を確

認しに行く、との考えを示しました。 

 
 

 

12/20 知事室で徳島病院存続の要望にコメントする飯泉知事。 

知事は、厚生労働省に対し地元の声を届けることを約束しました。 



 
 
 

 
 



国立病院機構と徳島病院の経営分析データ 

 
 

国立病院機構（使用者）は徳島病院を移転統合する理由に「病院経営の悪化」を上げています。 

国立病院機構のホームページで公開されている決算書から長期借入金額の推移を調べてみました。 

グラフ③と④は、国立病院機構全体の長期借入金額と経営悪化で移転・統

合すると名指しされている徳島病院の長期借入金額の推移です。 
国立病院機構発足時 04年度の長期借入金額を 100％とした場合、17年度には国立病院機構全体

で 58％に減少させており頑張っています。もっと頑張っているのが徳島病院です。徳島病院は長期借

入金を 36％まで減少させ、機構全体を 22ポイント上回っています。新病棟を６年前に建設したばか

りの徳島病院は経営的にも非常に優秀な結果を出しています。 

 


